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たかまつ いっ

　高松小・中学校では、２０１８（平成�）年度から小中一
かん むか

貫教育がスタートし、今年で５年目を迎えました。小学
たんとうせい どうにゅう わたし たんとう

校でも教科担当制を導入し、私は、国語科を担当してい
い しき けいとうせい ふく ぎ

ます。中学校３年間で意識していた学びの系統性を、小学校を含めた義
む

務教育期間でのつながりとして考えられるようになりました。
じゅぎょう

　初めて小学校へ授業に行った時には大変不安でしたが、子どもたちの
すがた

明るく、積極的に学ぶ姿に何度も助けられました。その時の子どもたち
たかまつ わたし すがた

が、この春晴れて高松中学校に入学。登校初日に私の姿を見つけると、
おも も と

不安そうな面持ちをフッと解き、元気にあいさつをしてくれました。
せんもんてき ていきょう

　専門的な学びの提供だけでなく、自分が知っている教員がいることで
けいげん いっかん

中一ギャップが軽減されるという点も、小中一貫教育の強みの一つだと
たんとうせいじゅぎょう たんとうきょうゆ つかもと く み こ

感じています。 （教科担当制授業国語科担当教諭　塚本久美子）

祭頭祭でかし棒を組み鳴らす囃人（はやし

びと）たち＝２０２２年３月�日、鹿嶋（かし

ま）市宮中（きゅうちゅう）の鹿島神宮

わたし ばや こ さいとうさい

　今年初めて、私は囃し子として祭頭祭に参加しまし
か しま でんとう さいとうさい

た。鹿島神宮の伝統行事である祭頭祭について調べて
れき し ほうさく

みると、８００年以上の歴史があり、豊作や健康を願っ

て行われていることを知りました。
さいとうさい みな いしょう はな かがや

　祭頭祭の本番当日は、皆で色とりどりの衣装をまとい、華やかさと輝
たい こ ぼう しんどう

きに満ちていました。辺りには、太鼓やかし棒を組む音と振動が大きく
ひび わた ばや えんどう おうえん

響き渡り、囃す歌声と沿道の方々の応援が伝わりました。
しんがた えいきょう

　新型コロナウイルスの影響でイベントや学校行事が中止となってしま
みな さいとうさい きちょう けいけん

う中、皆の思いが一つとなって成り立つ祭頭祭はとても貴重な経験にな

りました。少ない練習の中でも、友人と協力し合った時間はかけがえの
けいけん みな え がお ち いき

ない大切な思い出です。この経験を生かし、皆を笑顔にして、地域と社
こうけん はしもとあや の

会へ貢献できる人になりたいです。 （３年　橋本愛乃）

◆校　長　山本　勇

◆生徒数　１１３人

◆創　立　１９４７年

◆住　所　鹿嶋市木滝２７４
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か しま たかまつ

　鹿嶋市立高松中学校は、生徒数１１３人
す

の小さな学校です。生徒たちは明るく素
なお いっしょうけんめい

直で、何事にも一生懸命に取り組んでい

ます。
ち いき か しま

　地域に根差した学校を目指し、鹿島神
ち いき

宮の祭事、地域の祭りやイベントへ生徒
ち いき

たちが積極的に参加しています。写真は、地域の方と小

中学校の代表児童生徒で行った、あいさつ運動の様子で
たかまつ し せつ

す。また、２０２３（令和５）年度から高松小学校との施設

いったいがた いっかんこう じゅんび

一体型小中一貫校となるための準備を進めています。小
いっかん ゆた そうぞう ち いき

中一貫教育目標として「豊かな学びを創造し、地域とと
の たかまつ かつやく

もに伸びる高松っ子！～共に学び合いグローバルに活躍
かか ないよう

する生徒の育成」を掲げています。教育内容や学習活動
じゅうじつ たんとうせいじゅぎょう どうにゅう

の充実のため、小学校における教科担当制授業の導入や
はか

小中合同での行事を進め交流を図れるようにしていま

す。
ち いき

　地域に根差した学校づくりを目指し、日々取り組んで
たんとうきょうゆ ふじさきこう じ

いるところです。（ＮＩＥ・社会科担当教諭　藤崎宏治）

新入生歓迎会の部活動紹介で練習の様

子を披露（ひろう）する男女バレー部

と見学する新入生＝２０２２年４月８日

こうしゃ うつ

　本年度は小学校の校舎に移り、これからは今まで以
ふ

上に小学生との交流が増えていきます。小学生にも見

られているという気持ちをもち、小学生・中学生の手

本となれるよう生活したいと思います。

　今、生徒会では「楽しく、活気あふれる学校にす
かか たかまつ

る」という目標を掲げています。高松小・中学校をよ
わたし

りよい学校にしていく第一歩として、まず、私自身がみんなに明るくあ
そっせん ふ だん

いさつをしたり、率先して行動したりしていきます。また、生徒が普段
かいぜんてん き

の学校生活で感じている意見や改善点をしっかりと聴き取り、生徒会の

活動に取り入れていくことで、生徒一人一人が楽しむことができる学校
かんげい しょうかい

をつくり上げていきたいです。写真は、新入生歓迎会の部活動紹介の様
じゅうじつ

子です。自分に合った部活動を選び、充実した３年間になればと思いま
たか ぎ あお と

す。 （３年　高木碧斗）
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